
〈第1部　基調講演、作品紹介〉 〈第2部　パネルディスカッション〉

Minh Hanh
ミン・ハン
●ベトナム／ファッションデザイン

市民フォーラム

ファッションを通したアジアの創造力～ミン・ハンが縫うベトナムの魅力～
■開催日／2015年9月20日(日)　14:00～16:30
■会　場／アクロス福岡地下2F　イベントホール
■参加者／400人

芸術･文化賞

　ベトナムの人口は約8000万人、その
14％を53の少数民族が占めています。
　彼らは素直でシンプルで素朴な精神を
持っています。毎日の生活の中で見たり感
じたことで感触や感情が刻 と々変わり、織
物の色や素材、模様も全く違ったものにな
ります。昼と夜の作品が全然違ったりもしま
す。それは私たちデザイナーにとって素晴
らしく尊いものですが、私たちが彼らと同
様に気持ちの変化に応じてデザインを変
えることは非常に難しいことです。それでも、
モン族の人と一緒に食事や仕事をして、

同じ部屋で寝泊まりすると、彼らにシンパシーを感じ共感を持つことができます。
共感を持ちインスピレーションを得ることが私のデザイナーとしての原動力に
なっています。
　彼らの伝統的な仕事を守り、続けるためには？　私は弟子によく言います。
「これは戦いである。しかも終わりのない戦いである」と。若いデザイナーが伝統
的な価値を理解するのは難しいことです。伝統素材をファッションに取り入れる
のはとても大変なことだから。しかし若い彼らがその伝統的な価値を理解でき
たら、彼らは決してそれを捨てることはありません。これからも私たちの戦いは続
いていきます。
　私は古都プレイクで生まれました。少数民族も住んでいる土地で、幼い頃よく彼
らについて行きました。彼らのことが大好きだったのです。私は美術学校を卒業し
ファッションの道を選びましたが、少数民族が織る伝統素材をファッションに使
うことは、誰も認めてくれませんでした。誰も着たくないもの、文明的でないものを
なぜ使うのかと。しかし私は負けませんでした。私がその伝統素材を選んだとき、
私のインスピレーションが生まれたのです。私の気持ち、幼い頃感じた感触が
蘇ってきたのです。その後トーカムはベトナムの本質的な文化として認められ観
光客のお土産にもなり、少数民
族の人 は々利益と誇りを得ること
ができました。
　私の望みは時代や地域を超
えた文化のクロスであり融合で
す。伝統的なものから生まれる本
物の価値が今の時代には必要
です。私はこの信念を次の世代
に伝えていくつもりです。

　久留米絣や博多織の発展に尽力する河地氏は、ミン・ハン氏の久留米

絣とチュールという異素材のリメイクに感動したと発言。新田氏は少数民

族の機織り道具が2,500年前の墓からの出土品と同じであることを紹介。

伝統が現代と複雑に絡み合い未来志向しているミン・ハン氏の作品に衝

撃を感じたと語りました。

　「伝統を未来につなげるために我々に何ができるのか」という観客の質

問に対し、ミン・ハン氏は、「若者も伝統の魅力を感じることができるはず。た

だ若者には進むべき方向を示し教育することが必要。伝統を失くすことは

将来を失くすこと。」と力づよく答えました。

少数民族や日本の伝統的な織物から
生まれる新しいファッションの形

伝統を見出し、未来につなぐために
必要なことは何か？

ミン・ハン氏は、自身や弟子の作品を

着たモデルと登場。モデルらに生徒の

間を縫うように歩かせ、素材や刺繍、

織り方に注目するよう言いました。少

数民族の手仕事を紹介しながら、「自

分のルーツ、本質を大事にしてほし

い。日本には博多織と久留米絣という

財産がある。文化的な遺産を自分の

クリエイティブな活動に使って」とも。

「デザイナーに必要なものは？」とい

う質問には、「四六時中ずっとデザイ

ンについて考えること。自分自身に向

き合う時間は孤独だが、本当にそれ

が好きなら、どんな犠牲もいとわない

でしょう。心からデザインを愛さない

といけない」と答えました。

■実施日／9月18日(金) 　13：20～14：50
■会　場／香蘭ファッションデザイン専門学校

●パネリスト
　新田 栄治
　(鹿児島大学名誉教授)

●パネリスト
　河地 洋子
　(香蘭女子短期大学
 　名誉教授)

●コーディネーター
　藤原 惠洋
　(九州大学大学院芸術
 　工学研究院教授)

学校訪問

国際交流基金アジアセンターとの共催企画

タン・ミン・ウー氏　特別対談　文化遺産を語る

歴代受賞者招へい企画

ミン・ハン氏　ファッションショー

◆日　時：平成27年9月19日（土）19：00～20：30　　◆会　場：住吉神社能楽殿

◆対談者：タン・ミン・ウー、西村 幸夫（東京大学教授、日本イコモス委員長）

◆進　行：河野 俊行（九州大学教授、国際イコモス副会長）

　歴史建造物の保存活動を行っているタン・ミン・ウー氏とミャンマーのバガン遺跡

の保存にかかわった西村氏により対談が行われました。ヤンゴンは何を保存すべき

かを先に開発が進んだ他都市から学ぶことができる。世界レベルの観光地、歴史都市

としての世界遺産の

可能性を秘めている。

保存を地域開発に繋

げる視点が大事、など

意見を交わしました。

◆日　時：平成27年9月19日（土）17：00～18：00

◆会　場：警固神社

　ミン・ハン氏作品のファッションショーを開催しました。会場は針供養の碑がある警

固神社でファッションショー開催は初の試み。日本とベトナムの文化交流を目的とした

このイベント。香蘭ファッションデザイン専門学校の協力のもと、同校の生徒作品を皮

切りに、ベトナム若手デザイナーViet氏の作品が紹介された後、ミン・ハン氏の約40着

の作品が次々に披露されました。ベトナムのアオザイや少数民族の刺繍、織物、そして

日本の和紙や着物などベトナムと日本の伝統文化を斬新に取り入れた艶やかな現代

ファッションに、集まった300人の観客からはため息や驚きの声が聞かれました。

　終了後はミン・ハン

氏やファッションモデ

ルと観客との交流の

場となり、夕暮れの中、

いつまでもショーの余

韻が続いていました。

アピチャッポン監督を福岡にお招きして
ワークショップを開催し、福岡の映画関係者と
「天神」をテーマにしたショートフィルムを制作

2016年

4 月
2016年

1 月
福岡
初上映!

作品を披露

対談の様子

会場の住吉神社能楽殿西村幸夫氏タン・ミン・ウー氏

会場の警固神社ミン・ハン氏とデザイナーたち

モン族の織物を取り入れた作品 和紙を取り入れた作品 絣を取り入れた作品 着物の生地を取り入れた作品

アピチャッポン監督作

「トロピカル・マラディ」上映会
日時

場所
2016年1月30日(土) 13:00～
福岡市総合図書館 映像ホールシネラ(福岡市早良区)

共催／福岡市総合図書館、映像ホール・シネラ実行委員会　　協力／福岡インディペンデント映画祭実行委員会／福岡フィルムコミッション

アニメーション作家

水江 未来
アニメーション作家

幸 洋子
映像作家

橘 剛史

今をときめく、福岡にゆかりある映画人によるトークショーも開催

アピチャッポン監督と
福岡の映像クリエーターが
協働して作品を制作

福岡の映像クリエーターや
一般市民から
映像素材を募集

Tenjin (天神) × Apichatpong (アピチャッポン) × Project (プロジェクト)
Tenjin Apichatpong Project （TAP タップ）とは福岡アジア文化賞受賞者招へい企画として誕生した、
2013年（第24回）芸術・文化賞を受賞されたタイの映画作家アピチャッポン監督と福岡の映画人との中長
期的な交流プロジェクトです。

×

映像をコラージュする
協働作品

タモイ族の女性が機織を実演
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